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２０１４年 ８月 ２８日 

各  位 

株式会社ジェイ･エム･エス 

代表取締役社長 奥窪 宏章 

（コード番号 ７７０２ 東証第１部） 

 

  

 シリンジポンプ 「ＪＭＳシリンジポンプ ＳＰ－５２０」 販 売 開 始   

より安全に、容易で確実な操作を実現。高度な医療に対応する環境をサポートします。 

 

 

 

株式会社ジェイ･エム･エス（本社：広島県広島市、代表取締役社長 奥窪 宏章、以下 「ジェイ･エム･エス」）は、

使いやすさと視認性を追求し、さまざまなシーンに対応した「ＪＭＳシリンジポンプ ＳＰ－５２０」の販売を開始いた

します。 

 

シリンジポンプとは、注射筒（シリンジ）に充填された薬液を一定量、一定速度で持続的に患者さんへ投与する

ための医療機器です。主に手術前後の麻酔管理や集中治療室で重篤な患者さんに対する治療など、少量の薬

液を正確に投与する場合に使用されます。 

 

「ＳＰ－５２０」は、一般病棟だけでなく、手術室や集中治療室など高度な医療が求められる環境下でも使用され

るため、医療従事者の方々にストレスなく且つ、より安全に機器を使用していただけるよう機能を充実させました。

大画面のカラー液晶を採用し、画面上で操作内容の確認を容易にしたほか、注射筒の装着不良を検知する機能

を追加したことでより安全に使えるようになりました。 

また、麻酔管理の領域で普及している特定のキット製品（１％ディプリバン®注-キット※1）の自動認識や薬液の流

量設定を自動計算する機能を標準装備することで、医療従事者の方々の負担軽減を実現しました。更に、一時停

止することなく流量の設定変更を行える新たな機能により、患者さんの体への負担も少なくなることが期待され、

ＱＯＬ（Quality of Life：生活の質）の向上にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＪＭＳシリンジポンプ ＳＰ－５２０」 

【特長】  
 

・注射筒の装着不良を検知することで、落差による薬液の過量

投与を回避する安全機能を充実。 

 

 

・操作・警報時の内容、操作手順や運転時の状態を文字やイラ

ストで画面に表示するガイダンス機能を採用。 

 

 

・１％ディプリバン®注-キットを自動認識。 

同キット使用時は設定変更など煩雑な操作が不要。 

 

 

・投与量、体重、薬剤量及び薬液量の入力で、患者さんごとの

流量を自動計算。 

 

 

・薬液投与の途中で一時停止することなく流量の設定変更と 

ボーラス投与※2 が可能。 

 
 

※1. 全身麻酔・鎮静用剤「プロポフォール」があらかじめ注射筒に充填されたキット製品。 

ディプリバンとはアストラゼネカ㈱が所有権を有する登録商標。 

※2. 急速静注。短時間で薬液を静脈に投与すること。 
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【製品情報】 

販売名： ＪＭＳシリンジポンプ ＳＰ－５２０ 

医療機器承認番号： 22600BZX00274000 

クラス分類： 高度管理医療機器、特定保守管理医療機器 

 

 

【販売計画】 

販売開始：    ２０１４年８月２８日より 

 

 

 

 

 

２００３医療事故防止対策通知＊対応 
本マークは医療事故対策のために設定された厚生労働省基準に 

適合することを示す業界の自主的なマークです。 

 

＊関連企業を対象とした厚生労働省通知「輸液ポンプ等に関する医療事故防止対策について」 

医薬発第 0318001 号：平成 15 年 3 月 18 日 

 

 

 

 

ジェイ・エム・エスは、これからも「感染・医療事故の防止」、「医療の効率化と患者さまＱＯＬの向上」、「再生医

療」、「医療を必要とする方のＱＯＬの向上」をキーワードに、一人ひとりの患者さまをみつめ、医療従事者の皆さ

まの立場にたって、安全・安心で品質の高い製品とサービスを提供し社会に貢献してまいります。 

 

以上 

 

 

 

 

～ お問い合わせ先 ～ 

 

製品の詳細について：    第一営業部    TEL 03-6404-0601 / FAX 03-6404-0611 

当リリースについて：     経営企画部    TEL 082-243-9059 / FAX 082-243-5924 

 

 
本リリースに掲載されている将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、社会情勢の大きな変

化などさまざまな潜在的リスクや不確実性が含まれております。当情報につきましては発行日時点のものであり将来的に

変更される可能性のあることをご承知おき下さい。 

 


